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カナダ金融政策（2023年3月）
昨年1月以来の政策金利据え置き

1/1

2023年3月9日

（出所）カナダ統計局

カナダのコア消費者物価指数

（％）

今後も政策金利を据え置き、インフレ沈静化を待つ時間が続く見込み

カナダ銀行（中央銀行）は3月8日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、市場予想通り政策

金利を4.5％に据え置くことを決定しました。

同行は前回1月25日に8会合連続となる利上げを決定すると同時に、経済動向がおおむね見通しに沿って

推移することを条件として、利上げを停止する方針を示していました。その後に発表された1月雇用統計

は市場予想を上回る強い結果となり、今回の声明文では「依然として労働市場はかなりひっ迫している」、

「雇用の伸びは驚くほど強かった」との認識が示されました。一方、10-12月期実質GDPが下振れたこと

もあってか、前回まで記載されていた「経済は需要超過の状態にある」との文言がなくなっており、景気

過熱への懸念は和らいだと解釈できます。また、1月CPI（消費者物価指数）は前年同月比5.9％（12月は

6.3％）と市場予想の6.1％を下回ったほか、同行が特に重視しているコアCPI（加重中央値とトリム平均

値）の3カ月前比年率も各3.4％（12月は3.6％）と3.5％（12月は3.7％）に低下しました。このように前

回以降に発表された経済指標は強弱まちまちでしたが、おおむね前回時点の見通しに沿っているとの評価

で、CPIの前年比が今年半ばに3％程度へ鈍化するとの予想も維持されています。声明文の終盤に「インフ

レ率を目標の2％に戻すために必要であれば更に利上げする用意がある」との但し書きは残っていますが、

引き締め的な金融政策の下でインフレ再加速のリスクは小さく、利上げの必要性は高まりづらいでしょう。

カナダの政策金利と消費者物価指数

（出所）ブルームバーグ

（％）
（政策金利：2000年1月初～2023年3月8日）
（消費者物価指数：2000年1月～2023年1月）

※陰影部はカナダ銀行のインフレ目標レンジ（1～3％）

（2000年1月～2023年1月）

※加重中央値とトリム平均値はカナダ銀行が金融政策を運営する
上で特に重視しているコア指数
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